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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞内シグナル伝達、脂質恒常性維持、アポトーシス細胞の除去など、いくつかの細胞プロセスに関与するエンドサイトーシス受容体です。さらに、このタンパク質は、分泌されたアミロイド前駆体タンパク質およびアルツハイマー病患者にみられるアミロイドプラークの主成分であるβアミロイドのA2Mを介した除去にも不可欠です。この遺伝子の発現は加齢とともに低下し、アルツハイマー病患者の脳組織では対照群よりも低いことが分かっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	LRP1マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	LRP1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。

